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論 文 の 内 容 の 要 旨
　本論文では、マーケティングと生産プロセスの具体的な問題を確率過程に定式化し、有限長さの時間での
その動的な振る舞いを分析するため、動的解析の理論を整備し、両問題に対する有用な示唆を引き出してい
る。
　論文の前半で扱っている問題は、音楽 CDのライフサイクルのモデル化と分析である。音楽 CDは、発売
直後に急激に売り上げが伸び、20 週程度でその寿命を終えるというように、他の製品と異なる特異なライ
フサイクルを持っているため、その振る舞いを単独の確率モデルで説明することは難しい。この問題点を解
決するために、顧客の 2つの特性軸を用いて顧客を 12 のセグメンテーションに分類し、それぞれに対して
推移確率の異なるマルコフ連鎖モデルを構築し、それらの総和として当該 CDの売り上げを説明するモデル
を提案している。モデルに含まれるパラメータを、実際の POSデータから得られた CD売り上げとの誤差を
最小にするように決定し、対象としたそれぞれのアーティストの CD売上の特性を説明できるモデルを構築
している。
　後半で対象としている問題は、製造設備の最適予防保全計画である。製造設備の状態は、稼働と小修理と
を繰り返すステージと分解修理を実施するステージの 2つのステージから成る。この問題の解析のために、
まず従来の更新過程をサイクリック更新過程に拡張し、その上に報酬過程を構築している。この報酬過程は
線形の費用に加えで固定費を考慮しているため、報酬にジャンプを伴うという特徴を持つ。以上の理論的な
準備に基礎を置いて、半導体製造工程に典型的に見られる非常に高価でその修理に長時間を要する設備を抱
える製造工程を対象に動的解析の成果を応用している。小修理までの稼働時間や小修理にかかる時間に対し
て設備の年齢を反映させる設定や、小修理と解体修理にかかる費用に対する現実的な設定を置き、報酬の長
期的振る舞いに加えて動的な振る舞いを観察し、両者を比較している。その結果、計画期間がさほど長くな
いときの動的解析の重要性を指摘している。
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文が対象としている 2つの問題はいずれも定常状態の解析があまり意味を持たない類いの問題である
ため、システムの挙動を説明し、それから有益な示唆を導くには数学的には難しい動的解析が必須である。
そのような問題に対して必要な理論的枠組みを準備し、問題固有の現実的な設定を加味して問題を分析して
おり、意味の有る結果を導いている。理論と応用の両面で評価に値する論文である。
　よって、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
